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これからの日本の目指す道（Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０）
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おもてなし
システム エネルギー

バリューチェーン
高度道路交通
システム

地域包括
ケアシステム

自然災害に対する
強靭な社会

新しい事業
サービススマート・フード

チェーンシステム

スマート生産
システム

地球環境情報
プラットフォーム

統合型材料開発
システム

新たな
ものづくりシステム

インフラ
維持管理・更新

セキュリティの
高度化・社会実装

情報通信基盤
の開発強化

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ標準化
制度・基準整備

新サービス向け
規制・制度改革

標準的データ
の提供

人材の育成
確保

【１】都市：官民連携による都市活動全体のデジタル化・最適化
【２】地方：地域未来の社会基盤づくり
【３】モノ・コト・サービス：全体最適化されたモノ・コト・サービス基盤の構築
【４】インフラ：インフラ・インフォマティクスによるパラダイムシフト
【５】サイバー空間：Society 5.0を深化させるサイバー空間の実現

Society5.0実現による日本再興～未来社会創造に向けた行動計画～（経団連）

第５期科学技術基本計画
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超スマート社会（Society5.0）の構造
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生活者
Consumer

C2C

公共
Government

G2C

C2G

データの流れ
価値の流れ

オープン
データ

生産者
Business

B2C

C2B

Ad. targeting
Smart products

B2B

インダスト
リー4.0

ビックデータ

eコマース

シェアリング
エコノミー

SNS
Uber/Airbnb

eガバメント
（電子政府）
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ビックデータ＆ディープデータ

ビック
データ

ターゲット
広告

サービス
品質

投資

ユーザー
（消費者）

（出所：OECDレポート2016）

ビックデータ
消費者

消費行動（生）データ

Volume（量）
Variety（多様性）
Velocity（スピード）

ディープデータ

生産者

センサー（生）データ

Operational（操作的）
Historical（系統的）
Relational（相対的）

ディープ
データ

問題発見
（予知）

改善 投資

ユーザー
（生産者）

プライバシー保護 ノウハウ保護
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個別化、多様化への対応
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モノ によるバリエーション

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄

生産 販売 利用 修理 廃棄

販売 利用 修理 廃棄

（ドイツ流）

利用 修理 廃棄

コト によるバリエーション

利用 修理 廃棄

販売 利用 修理 廃棄

生産 販売 利用 修理 廃棄

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄

・・・ ・・・ ・・・

販売した後でもさまざま
な「コト」に対応して製品
の機能が負荷される。

単なる付加サービスだと差別
化できない。製品に組み込ま
れたサービスであること。

マスカスタマイゼーション

オープンカスタマイゼーション
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付加
価値

ネットワーク
効果の境界点

IoTのレベル

ま
た
は
コ
ス
ト

付
加
価
値

自動化
フェーズ

つながる化
フェーズ

ＣＰＳ
フェーズ

コスト

付加
価値

ネットワーク
効果の境界点

実現が困難なCPS（統制型）

先行投資
が必要

IoTのレベル

自動化
フェーズ

つながる化
フェーズ

ＣＰＳ
フェーズ

いずれ実現するCPS（自律型）

ま
た
は
コ
ス
ト

付
加
価
値

ＩｏＴ時代はいつ来るのか？

【条件１】自律型のしくみによりネットワーク効果を図る

【条件２】ＩｏＴ機器とプラットフォームにより低価格化を図る

7

コスト
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ＩｏＴのメガトレンド２０４５

uセキュリティ（安心と安全）～２０２５年
üインターネットは、性善説のもとで設計。

üあらためてセキュリティを考慮した設計にて実装。

uトレーサビリティ（信頼の追跡）～２０３５年
üデータが紛失または不正に利用されても分からない。

ü追跡にはグローバルなＩＤ、国際協調などが必要。

uライアビリティ（品質の保証）～２０４５年
üソフトウェアはバグがあるのが大前提、責任とれない。

ü品質保証のしくみが確立し製造物として責任を負う。

8

セキュリティ トレーサビリティ ライアビリティ
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IVIってどんな団体？
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インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ（ＩＶＩ）は、デ
ジタル化社会に対応した次世代のつながる工場を、企業や業
界の枠を超えて実現するための組織です。会社の規模、地域
や国や文化が違っても、つながることが生み出す価値を共に
生み出すために、協調と競争のバランスのとれた持続可能な
発展のためのエコシステムを先導します。

IVI: Industrial Value Chain Initiative

KEY CONCEPT

人とシステムとの協調と共生Charter 1

現場中心のボトムアップ連携Charter 2

個を活かすゆるやかな標準Charter 3
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ＩＶＩってどんなキャラ？（ＩＶＩのＤＮＡ）

「やってみてから考える」

「答えは現場が知っている」

「意見を持てば仲間が増える」

11



Copyright 2017 (IVI) Industrial Value Chain Initiative

なにをつなぐのか？
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拠点間

設備間

モデル間
業務間

世代間

複数の設備から得られるデー
タの形式が異なっていると全
体最適のためのさまざまなア
プリケーションが可能となる。

ひとつの製品が複数の事象者を
またいで生産される場合にはセ
キュリティーやトレーサビリティを
企業をこえて行う必要がある。

設計と製造との仕様変更時の連携、
生産部門と保全部門、品質部門など
の連携をデータを介して行うには異な
るアプリ間で連携

サイバー上で現実のさま
ざまな出来事を同時に再
現し、さらに将来の状況を
予測するには生産システ
ムのモデルが必要です。

職人の技術を伝承するには五
感データやノウハウデータを蓄
積し利用するにはそれらのデー
タが世代をこえて、アプリに依
存せずに管理する必要がある。
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スマートものづくり単位（IVRA）
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2016年12月9日
日刊工業新聞（２面）

日本的なものづくりを
国際展開！

計画、実施、解析、改善（ＰＤＣＡ）
品質、原価、納期、環境（ＱＣＤＥ）
ひと、方法、製品、工場（４Ｍ）
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ＩＶＩプラットフォームの特徴

üものづくりを実践する企業にとっての価値を最大化す
ることを第一の目的とする

ü構成するコンポーネントについて、オープンな仕様に
もとづくエコシステムとする。

ü企業データの所有者は企業自身とし、ボトムアップな
しくみづくりを可能とする。

IVIプラットフォームとは、IVIが提唱する「つながる工場」の

ためのしくみであって、インフラ、アプリ、デバイス、ツール
といった複数のコンポーネントによって構成され、それらの
ハードウェアおよびソフトウェアを相互に連携させることで
価値を提供するしくみをいう。

14
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プラットフォームのエコシステム

ものづくり
の現場

業務シナリオ
要件仕様業務シナリオ

ＷＧ

もっとも適したプラット
フォームを選択

プラット
フォーム

共通アーキ
テクチャ

プラット
フォーム
要件仕様

プラットフォーム
ＷＧ

現場のニー
ズを反映

コンポー
ネント

プロファイル

コンポーネント企業

提案／提供

参照

参照モデル
（要件）を作成

プラット
フォーム

プロファイル

プラットフォーマー

プロファイル
作成

15



Copyright 2017 (IVI) Industrial Value Chain Initiative

現在の取り組みとこれから

16

業務シナリオ

プラット
フォーム

地域
ネットワーク

国際ハブ

人材育成
未来ＰＪ

基盤整備

認証評価

デファクト
標準

研究開発

国内普及
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ＩＶＩ未来プロジェクト意見募集

１）現時点では、世界中で誰もいちども実現できてい
ないこと、

２）複数企業が協力してはじめてできること（１社で
はできないこと）

３）日本のものづくりの強み、ＩＶＩの持ち味が十分に
活かされ今後の飛躍的な成長につながること

４）「夢があること！」「わくわくすること！」「１０人の
うち９人は反対しそうなこと！」

18

募集期間：２０１７年１月１０日～１月３１日
募集方法：メールにて送付
応募意見：２６アイデア
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アイデア一覧

米原料の即席カップ
麺を全世界へ供給

全体最適化が可能なバリュー
チェーン(エコシステム)を新た
に創出するプロジェクト

製造業の全工程ま
るごとつながる工場

全世界でIVI
手法が拡散

ものづくりとＳ
ＣＣＣ（ＩｏＭ）

「モノを作らな
いモノづくり

Cyber Physical 
Production System 

日本のものづくりそのも
のをクラウドで提供する

中小企業間の工場融
通を半自動で可能

IVIバビロン・プロジェ
クト：新しい需要

持続可能な社会
のための IoT

未来物流

ものづくりと物流
（輸送ＩｏＴ）

宇宙での『もの
づくり』と 宇宙と
地球の『物流』

設計、製造、品
質データを基に
した機械制御

BOPを定義し製造プロセス
のバリューチェーンを作ろう

⾦属の裏側でも読み取り可
能な RFID の国内外普及

職人のノウハウをサ
イバーフィールドに

「ＩｏＴの鉄人（仮
称）」 by IVI 

ものづくりとひ
とづく（業務の粒度で選

択的につながる）

エコシステムを支える
ベースプラットフォーム
の未来像

「もっと簡単に
つながる工場」

「動的最適化生産CPS」
サービスと人材教育を
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プロジェクトには答えがありません！

20

知能化

デバイス化
ソフトウェア化

サイバー化

サイバーで
つながるしくみ（堀水）

幸福の物流（岡野）

もっと簡単おまかせ
ネット（堀越）

アイデアがかって
に成長（堀水）

ＩｏＴ遊び場（槙原）

フィジカル世界
の面白さ（茅野）

アニメと
ものづくり（川野）

全部つながる（高鹿）

世界の課題解決
共同ＣＳＲ（大伴）

金属でも
ＲＦＩＤ（和田）

ビジネスモデルと
現場をつなぐ

宇宙の物流（杉浦）

職人のノウハウ
形式知？（鷲見）

タグが
しゃべる（根井）

人材育成の
鉄人（池田）

フィンテックで
新しい関係（島田）

ものをつくらない
モノづくり（川野）

町工場とクラウド
（長井）

理不尽な命令
でも動く機会（西村）

完全な
サイバー（森）

ＢＯＰですべてを
制覇する（西村）
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プロジェクトには答えがありません！
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知能化

デバイス化
ソフトウェア化

サイバー化

未来プロジェクト＃０１ 未来プロジェクト＃０２

未来プロジェクト＃０４未来プロジェクト＃０３

とことん
やる！

とことん
やる！

とことん
やる！

とことん
やる！

どんな製造業？
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（その２）できたらいいな、ということ
を挙げる

アプローチの比較

22

（その３）もしかしたらできるかも？
ということを挙げる

（その１）現在まったくきていないこ
とを挙げる

未来プロジェクトのアプローチ

（その４）可能とするためのコア技術
を明らかにする

トップダウン型

（その１）困りごとをあげる

（その２）現状の姿を描く

（その３）あるべき姿を描く

（その４）解決手段をデザインする

業務シナリオの定義より開始

ボトムアップ型
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とことん突き詰める４つの未来

ü知能化（意思決定と行動の融合）
• ものづくりの立場からAIをつきつめる。ディープデータ。人間

とAIの境界をあらかじめデザイン。暗黙知。ノウハウの共有。
データをみずから取りに行く。モデルベース予知。

üサイバー化（物流、商流、金流の融合）
• 企業間、オープンスペースでのトレサビ、マッチング、リアル

タイム決済、アカウンティング／ファイナンス。知財の流通。
フィンテック。グローバルID、どこでも工場。

üデバイス化（情報伝達、加工、蓄積）
• トランザクションにおけるデータ入力作業を極限までIoT化し

なくす。紙媒体が存在しない世界。デジタルカンパニー。そ
の場にいなくてもすべてが見える。バーチャル経営。

üソフトウェア化（機能、リアルの置き換え）
• 組み込みソフトウェア部分をオープン化、外部化し、物理的

におこなっていた手順決定を適宜置き換え。VR。AR。AM。
製造プロセスのデータ化。オープン＆クローズ

23
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知的な計算機→知的な機械

24

ロボットとは・・・

センサー、知能・制御系、駆動系
の３要素を備えた機械

セン
サー

連続データ
→特徴抽出

作業者

実世界

駆動系

知能・
制御系

教師データ
の獲得

教師データ
の評価

教師データ
の再構成

学習モード

実行モード

移動モード

教師データは自分で取りに行く！

出典；ロボット新戦略 ロボット革命実現会議
（2015）

ＩｏＴの世界が進化し、アクチュエー
ター等駆動系のデバイスの標準化
が進めば、知能・制御系のみによっ
て、社会の様々な場面で、多様なロ
ボット機能が提供可能
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ディープデータによる知的な生産現場

• ディープにすれば知的に見える！

• ひとを内包すれば進化できる！

• IoTでデータがかってに増える！

25

繰り返し性

あり（大量）

あり（少量）

なし

作業の自動化 判断の自動化

完全自動化

自動化

見える化

深層学習

強化学習

Physical world Cyber world

ＩｏＴの適用 ＡＩの適用

特徴をとらえる

意味をとらえる

事象をとらえる

問題をとらえる

D
E
E
P

D
E
E
P



Copyright 2017 (IVI) Industrial Value Chain Initiative 26

SMU-1

ID

スマートな
ものづくり単位

SMU-2ID

ID

ID

＄

価値／モノ
情報／データ

スマートな
移送単位
ＰＬU-１

＄

ID

ＰＬU-２

ID ID

ID

クローズな
工場

オープンな工場

ID

ＰＬU

連携
管理

ＲＣＣ-２

工場間のモノ、情報の
移送を掌握する

ＲＣＣ-１

連携
管理

ID

ＰＬU

つながる工場をつなぐもの
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企業を超えた連携のしくみ（例）

27

SMU
１

SMU
２

PLU_a

PLU_a

サイバー世界

フィジカル世界

中継地 中継地 中継地

ＲＣＣ

ゲートウェイ

管理タグ

管理タグ

連携管理
コントローラ

SMU間の移送はゲートウェイにおいてサイ

バー世界（データ＋管理タグ）とフィジカル世
界（モノ、情報）に分かれる。

“価値”の移送は、サイバー上、あるいは
フィジカル上いずれでもよいが、別送の場
合は別途管理タグを発行し、プラットフォー
ムマネージャが対応づけを管理する。

論理的には１つのPLUがサイバーと
フィジカルに分かれて移送される。

管理の最小単位は
片道。往復などの
応用はスコープ外
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すべてサイバー（バーチャル）

28

機械１

機械２

機械３

200 25050 100 150

1

1

1

23

2

5

2

3

3

4

4

4

5

5

機械１

機械２

機械３

25050 100 150 200

1

1

1

2

3 2

5 2 3

3

4

4

45

5

スケジューリング

手順書
検査書

指示書

作業者

検査者

操作者

監督者

週次
報告

日次
報告

仕掛
在庫



Copyright 2017 (IVI) Industrial Value Chain Initiative

未来プロジェクトの進め方

üメールにて、テーマ別に意見やアイデアを出し合
い、その内容をもとに第一回Ｆ２Ｆ会議

üさらに具体的なゴールが見えた時点でプロジェクト
準備ＷＧを発足

ü２０１７年度は、フィージビリティスタディおよび公
的予算の折衝等、

ü２０１８年度からコンソーシアム型で実プロジェクト
スタート、

ü２０２０年度には、中間成果フィードバック、見込み
がない場合はそこで終了、

üいけそうなら、２０２２年の未来へＧＯ！！

29

クローズド
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産学連携のスキーム

未来プロジェクトにおいて、２０１７年度の前半で技
術的な課題を明らかにし、参加企業が確定した時点
で、研究開発的な部分を大学、研究機関等に協力
を要請します。

30

p 未来プロジェクト拠出金（一口１０万円より）

p 研究開発テーマ、ゴールの設定および公募

p 研究開発（３０年度から２年間）
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もくじ

1. これからの社会を概観する

2. ＩＶＩの立ち位置と役割り

3. できない４つをつきつめる！

4. これからの取り組みについて

31
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現在の取り組みとこれから

32

業務シナリオ

プラット
フォーム

地域
ネットワーク

国際ハブ

人材育成
未来ＰＪ

基盤整備

認証評価

デファクト
標準

研究開発

国内普及
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プロジェクト（全体）

1. 未来プレプロジェクト
→現場をとことん知能化するプロジェクト
→サイバーでできる限界に挑戦プロジェクト
→デバイスやエッジにダウンサイズプロジェクト
→あらゆるコトをソフトウェア化するプロジェクト

2. １０万円ＩｏＴプロジェクト
→中小企業向けに１０万円でＩｏＴがすべて完成するキットをＩＶＩ
で調達、ソフト、サポートはすべてＷｅｂで行う

3. ＰＰＡＰプロジェクト
→ＩＶＩモデラーでシナリオを書くとプラットフォーム＆コンポーネ
ントが推奨され、早期の立ち上げが可能となる

4. 新世紀エヴァ始動プロジェクト
→国内、海外それぞれにて、ＩＶＩのさまざまなコンテンツを普及
させるための手法、コンテンツを独自に開発する

33
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１０万円ＩｏＴキットのしくみ

34

n バーコードリーダー（５，０００円×２＝１０，０００）

n センサー類（２００円×１０、３００円×１０、５００円×１０＝１０，０００円）

n ＩＣタグ（２００円×５０＝１０，０００円）

n カメラモジュール（１０，０００円）

n アンドン用ＣＲＴ（１０，０００円×２）

n エッジコンピューター（１０，０００円×２）

n ＩＣタグリーダー（５，０００円×２＝１０，０００円）

n 設置用フレーム類（１０，０００円）

ソフトウェアはすべてオープンソースを利用

設置、配線、テスト等はすべて自分でやる！

クラウド上のストレージは月額１０００円程度（１Ｇ）
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ＰＰＡＰのしくみ

35

Proactive Platform Activation Program

actor
activity

information thing

data

function

place
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ＩＶＩモデラーからプラットフォームに直結

活動

情報

モノ

①シナリオを描く

役者

活動

情報

モノ

役者

②デジタルマークを付ける

④データの処理を定義する

機能

機能 データ

機能

機能

⑥コンポーネントを決める

コンポー
ネント

機能

機能

⑤機能とデータを配置する

場所

場所

③データを定義する

情報

モノ

データ
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データモデル例（パブリックレビュー）

37
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現在の取り組みとこれから

38

業務シナリオ

プラット
フォーム

地域
ネットワーク

国際ハブ

人材育成
未来ＰＪ

基盤整備

認証評価

デファクト
標準

研究開発

国内普及
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新世紀ＩＶＩエヴァンジェリストの始動

39

新世紀
ＩＶＩエヴァンジェリスト

エヴァ２号 エヴァ３号 エヴァ４号 エヴァ５号エヴァ初号

新エヴァ
初号機

新世紀エヴァは人間と人工知能が究極に合体した
新たしいかたちとなります。
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セミナーの種類（ステップ）

• ビデオセミナー
基本的にビデオ教材、またはＷｅｂオンラインで行うセミ
ナー。あらかじめ録画されたものをオンデマンドで再背う
する場合と、Ｗｅｂ会議的（Ｗｅｂｉｎａｒ）に行う場合がある。

• 実践セミナー
現在、地域ごとに行っているような形式の集合研修。基
本的に最大１０人程度のグループワークとして実習形式
で進める。

• 業務実装道場
個別の企業の現場に出向くか、仮想の企業を想定した場
所にて、実践形式で問題発見、問題解決を行う。ロール
プレイ型、いくつかの想定するトラブルなども織り込む

40
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グローバル展開の進め方

pステージ１（２０１７年度）
• ネットワークをつくる。コミュニケーション基盤、セミナー

などの人的交流

pステージ２（２０１８年度～）
• 合同プロジェクトを実施、シナリオの実証実験、マッチン

グセミナー、共通基盤の展開

pステージ３（２０２０年度～）
• グローバル拠点、地域ごとに個別のサービス展開。

ローカル企業との個別コンタクト

41
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事業内容（案）

• ビジネス連携推進事業
• 業務シナリオＷＧの活動を介して、企業をまたいでつながるしくみをボ

トムアップに構築する

• 地域中小企業ネットワーク事業
• 全国の地域拠点で中小製造業のＩｏＴ化を推進するためにセミナーお

よび実装の支援を行う

• 未来プロジェクト推進事業
• ４つの未来型テーマについて、具体的な要素技術、課題を示し、コン

ソーシアム形式でそのためのテストベット構築

• プラットフォーム事業
• プラットフォーマー、コンポーネント企業からなるエコシステムを醸成す

るための仕様作成、しくみづくり、評価、認証など

• 教育セミナー事業
• ビデオ教材、セミナー教材などを作成し、ＩＶＩ手法の普及をはかると同

時に、インストラクターを育成する

• 海外展開サポート事業
• 海外のイニシアティブや地域政府等と連携し、日本企業の海外展開、

また海外企業の日本進出などをサポートする

42
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G20にて展示＋パネルセッション出席

43

３月１６日、１７日（ベルリン）

実証実験ダイジェ
ストを冊子で配布
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ご清聴ありがとうございました。


